
平成２６年度スーパーグローバルハイスクール構想の概要 

 

指定期間 ふりがな つくばだいがくふぞくさかどこうとうがっこう 

②所在都道府県 埼玉県 
26～30 ① 学校名 筑波大学附属坂戸高等学校 

③対象学科

名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 1 学年 160 名（1クラス 40 名×4クラス） 

全校 486 人（6名：4年次生） 

全日制・総合学科 

総合科学科 40 60 80  180 

      

⑥研究開発

構想名 
先進的な総合学科を活かした持続可能なアセアン社会を創るグローバル人材の育成 

⑦研究開発

の概要 

全生徒に対する地球市民性醸成プログラムとグローバル・リーダーを育成するとくに、

アセアン諸国と連携した 2 年生から取り組む課題研究プログラム開発（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱにおけ

るにおける 3週間ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ・筑波大学における英語論文指導およびゼミ指導）および 1

年次から取り組む課題研究基礎（キャリアデザイン・校外学習）を開発する。 

⑧
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⑧
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全
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(1) 目的・目標 

総合学科の特性（全員必修の課題研究、生徒の多様性、教員の多様性、柔軟なカリキュ

ラム、キャリア教育）を活かした多様なグローバル・リーダーをアセアン諸国と連携し

て育成することをめざす。 

(2) 現状の分析と研究開発の仮説 

本校は、総合学科で、20 年間すでに課題研究に関する実践をつみ、国際教育にも積極

的に取り組んでいる。課題として１）国際的な課題に関して関心を持つ生徒が全校的に

広がっていない、２）1年間の課題研究では、国際的な課題に対して内容を深め実践的

な研究をするまでには至っていないことがある。本校では若者がグローバル・リーダー

として活躍することを阻害している要因は、１）自己と世界のつながりに関する認識不

足と、その機会の不足、２）外国語を運用することへの苦手意識や、外国語学習に対す

る動機づけの低さ、３）実践的な国際現場での経験不足にあると考えており、これに対

応したプログラムを実施できれば多様なリーダーを育成できると考えている。 

(3) 成果の普及 

管理機関と協力して SGH 専用のホームページを立ち上げ、その中で SGH 校やその他の

学校と、課題研究テーマや研究開発成果についてディスカッションする「つくば版パブ

リックコメント」の欄を設ける。研究開発成果を企業や関係行政機関へ提言したり、パ

ブリックコメントの範囲を外国にまで拡げ、地球規模で課題を解決する体制を構築する。 

総合学科高校向けには、本校が主催し毎年 2 月に開催している総合学科研究大会にお

いて成果を公表する。また、平成 24 年度から実施している高校生国際 ESD シンポジウム

を全国の高校生も参加可能なオープンなシンポジウムにして、その成果の普及に努める。 
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(1) 課題研究内容 

共通の柱として「多様性の中の統一を国是とするインドネシアから SDGs 時代に世界と日

本が学ぶこと」を設定し、2015 年以降、先進国と途上国が普遍的に協働し実践する国連持

続可能な開発目標（SDGs）を達成するために高校生の今だからできる課題に 2 年間にわた

って取り組む 。具体的なテーマ例としては、以下のようなものを想定している。（環境）

森林保全のための小学生向け環境教育プログラムの開発、企業 CSR による熱帯林再生プロ

ジェクトの効果測定 、（経済・産業・国際関係）グラミン銀行方式（マイクロクレジッ

ト）による自律的地域振興 、森林保全と地域振興を両立するBOPビジネスモデルの提案 、

（震災）スマトラ沖大津波と東日本大震災で両国が共有できること、福島県産大豆を用い

たテンペ（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱの大豆発酵食品）製造による地域活性化、（文化・社会）農村地域の聞

き書きによる伝統文化の変容測定、など多様なテーマが考えられる。 

(2) 実施方法・検証評価 

既存の課題研究（校内名：卒業研究、3 年次対象 2 単位）に加え、1 年次では、「キャ

リアデザイン」のなかで、近隣在住の外国人等を招へいし国際的な課題に対する基礎的



研究力を養成する。また、生徒全員がカナダで「校外学習」を行い、バンクーバーにお

いて移民に関する調査、国立公園で森林や地域開発について学ぶ。2年次ではｲﾝﾄﾞﾈｼｱに

おける 3 週間の国際ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸを実施。ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ政府、国立公園、ボゴール農科大学、現

地企業および NPO の協力を得て「ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 100 年の森プロジェクト」として行う。ボゴー

ル農科大学附属コルニタ高校およびｲﾝﾄﾞﾈｼｱ政府林業省附属高校の高校生も参加する。1，

2年次対象で調査研究のための「インドネシア語講座」を開設する。3年次では個人でテ

ーマ設定を行い課題研究を行う。SGH の課題研究テーマはアセアンに関するものである

が、より多くの生徒が国際的な課題研究に取り組めるように促す。必要な生徒は海外に

再度派遣し研究を行う。また英語論文作成やゼミ指導を筑波大学で合宿形式行う（課題

研究合宿）。検証評価は、2年次はｲﾝﾄﾞﾈｼｱ政府林業省での発表、現地小学校での生徒に

よる出前授業の内容、3 年次は、作成された英語論文の内容と、論文を評価されたこと

による大学への入学者数で評価を行う。2年間を通じて、各自の「ポートフォリオ」に,

フィールドワーク等の記録と小論文、課題テーマに関する論文、教員や大学生とのディ

スカッションの記録と感想文などをファイリングして、年度末には,生徒自身が高校の教

員、筑波大学の教員や学生と振り返る。平成 26 年度はとくに、筑波大学附属教育局で開

発した「国際的資質質問紙」による調査を年度当初と末に行い、生徒の変化の縦断的評

価を行い、試行プログラムの検証も行う。 

(3) 必要となる教育課程の特例等 

「インドネシア語講座」「国際フィールドワーク」「課題研究合宿」を時間外の科目と

して各２単位認定を行う。 
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(1) 課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価 

○英語による基礎的プレゼンテーション力育成（1年次） 

 「コミュニケーション英語」と「社会と情報」のタイアップ授業 

○国際化を身近な課題として意識させる「グローバルライフ（仮称）」の授業開発 

 「日常生活」から世界とのつながりを感じられる授業の開発。家庭科と他教科の連携 

  ○国際特別演習の開講（3年次対象：土曜日） 

   土曜日を利用した研究所訪問や NPO との活動 

  上記の検証評価も、「国際的資質質問紙」による調査を実施する。 

(2) 課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等 

必修科目である「家庭基礎（2単位）」について研究開発科目「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌ（仮称）」

で代替する。適用範囲は 1 年次在籍生徒 160 名とする。「国際特別演習」について時間

外の集中科目として単位認定（各講座 2単位）を行う。 

(3) グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方法 

○グローバル入試の実施 

在日外国人特別入試および在外日本人学校生特別入試を平成 27 年度生から実施する。  

○SCIS（Student’s Committee of International Studies）を立ち上げる 

平成 20 年度にたちあげた国際教育推進委員会の生徒版をたちあげ、高校生国際 ESD シ

ンポジウムの運営や国際交流活動を中心となって行う生徒の委員会を作る。 

○高大接続入学の実施 

 SGH プログラムを履修した生徒が、筑波大学へ入学できるシステムを構築する。筑波

大学生命環境学群生物資源学類への接続入試から開始し、他学類へも広める。 

⑨その他 

特記事項 

インドネシア政府および駐日インドネシア大使館と連携し実施する。また、筑波大学が国

際連携協定を結び本校とも交流が進んでいる、タイ・カセサート大学およびその附属高校、

フィリピン大学およびその附属高校とも連携して実施する。 

 



１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

f

卒業時におけるインドネシア語検定Ｅ級以上取得者数

0名 人 人 人 人 人

目標設定の考え方： 英語＋１言語としてインドネシア語講座を開講し、インドネシア語の学習を促す。

2名

人 人 人 人 人     60名(30)SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

c

将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合

41% 人 人 人 人 人 　　　　　　％

目標設定の考え方： 海外における活動経験を持たせることで外国への意識を高めるとともに、留学等への抵抗感を解消する。

-

人 人 人 人 人 100％(30)SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

e

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力としてCEFRのB1～B2レベルの生徒の割合

3% 人 人 人 人 人 　　　　　　％

目標設定の考え方： 授業に加え、英語をツールとして使う機会を多く与えることにより、実用的な英語運用能力を持った生徒を育
てる。

4%

人 人 人 人 人     70％(30)SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

a

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒数

人 人 人 人 人 100人(28)

目標設定の考え方： 国際科科目を含む各科目において世界の諸相に触れることで、自らが行動する必要性への意識を高めて
いく。

15　人 30人 人 人 人 人 人 　　　　　　人

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

b

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数

5人 人 人 人 人 人 　　　　　　人

目標設定の考え方： 外国語学習に加え、海外生徒との交流を含む国際的活動を通し、海外で学ぶことへの関心・意欲を高める。

4人

人 人 人 人 人 　　24人(28)SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

d

公的機関から表彰された生徒数、又はグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における入賞
者数

4人 人 人 人 人 人 　　　　　　人

目標設定の考え方： 現状での成果に加え、SGHの取り組みにより個人またはグループで積極的に活動し成果を上げるよう指導
する。

2人

人 人 人 人 人  　20人(29)SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

平成２６年度スーパーグローバルハイスクール　目標設定シート

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 目標値(  年度)

ふりがな つくばだいがくふぞくさかどこうとうがっこう

指定期間 26～30学校名 筑波大学附属坂戸高等学校

24年度



１’指定４年目以降に検証する成果目標

目標設定の考え方： SGHでの取り組みにより、生徒に学びの広さ・深さを伝えていき、大学でも継続的に取り組むよう促す。

d

大学在学中に留学又は海外研修に行く卒業生の数

- 人 人 人 人 人 　 30人(33)-

目標設定の考え方： SGH対象生徒以外の生徒にもSGHの取り組みを通じて海外での学びに対する意欲を高める。

人 人 人 人 人 　160人(33)

c

SGHでの課題研究が大学の専攻分野の選択に影響を与えた生徒の割合

% % % % % 　 20％(30)- -

SGH対象生徒： 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 100%(30)

b

海外大学へ進学する生徒の人数

1人 人 人 人 人 人 　　 5人(33)0人

目標設定の考え方： 国際フィールドワークや卒業研究などにより海外での学びに強い関心を持つ者を育てる。

　　12人(33)

目標値(  年度)

a

国際化に重点を置く大学 へ進学する生徒の割合

13.8% % % % % % 　　25％(31)

25年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度24年度

17.5%

目標設定の考え方： 国際フィールドワークや卒業研究などにより国際関係・外国語および国際コミュニケーション・地球環境科学
などの分野への関心を高める。

% % %SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

% % 　　80％(3１)

人 人 人 人 人



２．グローバル・リーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

目標設定の考え方：

目標設定の考え方： 外部業者への依頼を含め、26年度中に整備を進め、27年度より完全な形での運用を目指す。

j

（その他本構想における取組の具体的指標）

i

外国語によるホームページの整備状況

○整備されている　　△一部整備されている　　×整備されていない

× ○×

h

先進校としての研究発表回数

2回 回 回 回 回 回 　　　5回(26)

目標設定の考え方： 現行の「総合学科研究大会」「高校生国際ESDシンポジウム」を拡充しSGHの取り組みの発表の機会とする。

2回

g

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含む。）

6人 人 人 人 人 人 　　30人(30)

目標設定の考え方：短期・長期留学生に加え、28年度生より「グローバル入試」を実施するなどして帰国・外国人生徒を積極的に受け入れる。

5人

f

グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における参加者数

19人 人 人 人 人 人  120人(28)

目標設定の考え方： スピーチコンテスト・エッセイコンテスト等への積極的な参加を促す（授業によっては参加を課題の一つとする）。

17人

e

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

10人 人 人 人 人 人 　　40人(30)

目標設定の考え方： 国際FWにおいて日本国内および現地の法人・政府・ユネスコ関係者等との連携を図る。

4人

d

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

20人 人 人 人 人 人 　100人(30)

目標設定の考え方： 国際FW・卒業研究合宿などにおいて、多くの筑波大学および外部（海外を含む）の人材の協力を仰ぐ。

15人

c

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数

6校 校 校 校 校 校 　　15校(30)

目標設定の考え方： 現在連携している6校（うち3校が大学附属校）に加え欧米系の学校と連携し、国際FW・卒研・校外学習の充実を図る。

1校

b

課題研究に関する国内の研修参加者数

0人 人 人 人 人 人 　　16人(26)

目標設定の考え方： 「卒業研究合宿」参加者数。筑波大学での合宿を実施し、大学教員や院生に指導を受け、研究内容の充実を図る。

0人

a

課題研究に関する国外の研修参加者数

3人 人 人 人 人 人 　　23人(28)

目標設定の考え方： 「国際フィールドワーク（国際FW）」参加者（試行を含む）および海外における卒業研究の支援を受ける生徒の合計。

3人

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 目標値(  年度)24年度

全校生徒数（人）

SGH対象生徒数

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

480 480

SGH対象外生徒数

24年度


